











タの分析」が追加されたが , 吉根ら（2012）は , 「統計学重視が欧米の常識になっていること」
とともに「社会におけるデータの役割が非常に大きくなっているので，その活用の普及が
望まれること」が背景にあると指摘している。一方で , 特に文系の学生にとっては , 統計学
は勉強しても習得できない，面白くないというイメージから学びのハードルが高いことも
事実である（柄本ら 2013b）。そのため , 統計学の分野においては , その教育をどのように
行うべきかが重要課題となっている。
　本稿の目的は , 統計学に関わる e ラーニング教材を作成し，その効果を検証することに
ある。e ラーニング教材は手段であり , 教材自体が統計学に対する学習意欲や知識向上に寄
与するわけではない。また , その活用には , メリット・デメリットの両面がある。しかしな
がら，e ラーニング教材は，動画を取り入れて視覚的側面から解説ができるなど , 理解を促
す工夫がしやすく , 数値を扱う統計学に限って言えば活用のメリットは大きい。さらに , 統
計学の学びのハードルを下げるためや，統計学の知識を活用する実践力をつけるために，
現実のデータを分析する実践過程に力点を置く統計学の授業も多い。このような形態をと
る授業では , パソコンを活用するという点で e ラーニング教材との相性は良いと考える。
本稿の構成は次のようになっている。2 節で既存研究をレビューし ,3 節で研究の枠組みを
示す。4 節で e ラーニング教材を作成するために実施された調査と , それを基に作成された





























2009; 橋本・荒木 2010；太田 2011），近年はパソコンやインターネットの普及を 1 つの背
景として，e ラーニングによる統計教育も提案されている（eg., 向後 2005；高橋 2006; 渡
















柄本ら（2013a;2013b）は , 社会人学生を対象として e ラーニング教材の効果を検証して
いる。本稿では，柄本ら（2013a;2013b）の研究を土台とし，文系大学生を対象とした e ラー
ニング教材活用の効果を検証する。本研究の対象者は , 柄本ら（2013a;2013b）と比較すると ,
統計学に対して関与がさらに低いことが想定される。そのため ,e ラーニング教材の作成に
あたっては , 事前に , 学生に対して統計学に関する意識調査を行うことで , その結果を e ラー
ニング教材の設計に反映させることにした。e ラーニング教材作成後，教材を利用した授







































































柄本ら（2013a）で使用されている 19 項目に , 新たに 10 項目を加え，計 29 項目を作成した。
調査は，筆者の統計学の授業を受講している学生 62 名に対して実施し，有効回答数は 60
名となった。
各項目に対する回答に因子分析（主因子法：バリマックス回転）を行った。また , 共通
性が低い項目については , 最終的に分析対象項目から除いた。結果を表 1 に示す。因子分
析の結果，固有値が 1 以上となった因子は 5 因子であった。因子 1 は「いろいろな事が知
りたいので，家でも勉強したい」「自分で目標や計画を立てて，勉強をしたい」等から構成














































は，柄本ら（2013a）で使用されている 19 項目に,新たに 10 項目を加え，計 29 項目を作成
した。調査は，筆者 統計学の授業を受講している学生 62 名に対して実施し，有効回答数
は 60 名となった。 
各項目の対する回答に因子分析（主因子法：バ ,共通性
,最終的に分析対象項目から除いた。結果を表 1に示す。因子分析の
結果，固有値が 1 以上となった因子は 5 因子であった。因子 1 は「いろいろな事が知りた
いので，家でも勉強したい」「自分で目標や計画を立てて，勉強をしたい」等から構成さ
「学習意欲」に関わる項目と判断できる。因子 2・因子 4・因子 5は，柄本ら（2
013a）を参考に，それぞれ「学習の楽しさ」「必要性の認知」「能力の認知」と名付けた。




















いろいろな事が知りたいので，家でも勉強したい 0.777         
自分 目標や計画を立てて，勉強をしたい 0.700     
苦手でも勉強したい 0.686      
「勉強しなさい」と言われなくても，勉強したい 0.667      
予習復習はしたい 0.582      










数量的データを自由に分析できるようになりたい 0.798 　 　
合理的に考えることができるようになりたい 0.676 
様々なデータ分析手法を習得したい 0.662 
数量的データに強くなりたい 　 0.760 　 　
努力しても統計学ができるようにはならない 　 -0.762 　
数量的データがあっても簡単な集計しかできない -0.761 
勉強しても統計学を使えるようにはならない -0.737 
統計学の授業についていく自信がない 　 -0.532 　
統計学は，将来の仕事に役立つと思う 　 　 0.616 
統計学は，データを分析するのに必要である 0.559 
統計学は，日常生活にも役立つものだ 　 　 0.400 
　
固有値 3.44 3.28 2.93 2.30 1.61 
寄与率 0.16 0.16 0.14 0.11 0.08 
次に「学習意欲」に影響する要素を検討するため ,「学習意欲」を従属変数，「学習の楽しさ」
「目的意識」「能力の認知」「必要性の認知」を独立変数とする回帰分析を行った。結果 ,「目
的意識」が 1％水準，「必要性の認知」が 5％水準で有意となった（表 2）。
社会人が統計学を学ぶ場合 , 純粋な意味で興味があるかどうかは別として , 多くは目的意
識や必要性を感じているケースが多いだろう。一方 , 学生の場合には , 受講にあたって目的









Ｆ　値 ｔ　値 Ｐ　値 判　定
学習の楽しさ 0.184 0.146 0.150 1.583 1.258 0.214 
目的意識 0.664 0.163 0.476 16.515 4.064 0.000 **
能力の認知 0.005 0.146 0.003 0.001 0.033 0.973 
必要性の認知 0.538 0.253 0.245 4.530 2.128 0.038 *
定数項 7.554 2.882 　 6.869 2.621 0.011 *



























がある。そのため , 数ページに一度の頻度で，求めに応じて解答を書き込む欄を設けており ,
都度，解答をしていかないと講義が進められないようにしている（図 6）。
図 4. システムの画面例図 3. システムの画面例
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図 6. システムの画面例図 5. システムの画面例











































































図 7.システムの画面例 図 8.システムの画面例 

















































図 7.システムの画面例 図 8.システムの画面例 














































紹介した e ラーニング教材を使い , 標準偏差の回を受講する。効果検証に使った e ラーニ
ング教材の標準偏差の回に関して , 開始から終了までにかかった時間は 50 分程度であった。




事前調査と事後調査の回答者は同一であり , いずれもサンプル数は 60 である。事前調査
で抽出された因子にしたがって , 事前調査と事後調査の平均値の差の検定を行った。結果



































































    平均 標準偏差 t 検定 
学習意欲 
受講前 2.96  0.74  0.000  
受講後 3.47  0.68  ** 
学習の楽しさ 
受講前 3.05  0.90  0.000  








きな改善が見られた。平均値の差は , いずれも 1％水準で有意となった。
表 3. 差の検定の結果
　 　 平均 標準偏差 t 検定
学習意欲
受講前 2.96 0.74 0.000 
受講後 3.47 0.68 **
学習の楽しさ
受講前 3.05 0.90 0.000 
受講後 3.68 0.85 **
目的意識
受講前 3.98 0.79 0.003 
受講後 4.22 0.73 **
能力の認知
受講前 2.66 0.76 0.000 
受講後 2.31 0.67 **
必要性の認知
受講前 4.09 0.67 0.000 
受講後 4.38 0.57 **
受講生が使用した e ラーニング教材に対する意見を , テキストマイニングツールで要約
した結果を図 15 に示す。
図 15.e ラーニング教材に対する意見
※ 図中の点線に関しては , 筆者が追加。
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目的意識 
受講前 3.98  0.79  0.003  
受講後 4.22  0.73  ** 
必要性の認知 
受講前 4.09  0.67  0.000  
後 4 38  57  **
能力の認知 
受講前 2.66  0.76  0.000  




た結果を図 15 に示す。 
 







































　統計学は , その知識や実践に対するニーズの高まりとは対照的に , 学生・社会人問わず苦
手意識の高い分野である。e ラーニング教材は , あくまで統計教育の手段にすぎず , それ自




　本稿では , 統計学に関わる e ラーニング教材を作成し，その効果を検証した。事前調査
で統計学に対する意識を聞いたところ , 統計学の「学習意欲」には ,「目的意識」「必要性
の認知」が有意に影響していた。学生の場合は受講にあたって , 目的意識が希薄であった
り必要性自体を感じていない場合も多い。そのため , e ラーニング教材に関しては , 学習に
あたっての到達目標を明示するとともに , ビジネスや日常生活で，どのように役立つのか














　最後に今後の課題について述べておきたい。まず , e ラーニング教材は 1 回分の講義しか
実施しておらず , 非常に短期的な効果しか測定できていない。また , 今回は標準偏差の回の
みを測定対象としているため , 他の回を測定対象に入れた場合 , 結果は異なってくる可能性
がある。したがって , e ラーニング教材の継続的使用を含めた効果が測定されなければなら
ないだろう。また , 今回作成した e ラーニング教材は , パソコンからの閲覧を前提としてお
り , タブレット PC を通じた学習については考慮していない。e ラーニング教材で使用して
いるフラッシュ動画などは , タブレット PC では対応していない事も多く , タブレット PC
を通じた学習は難しい。現在は , タブレット PC が普及しつつあり , その利用を前提としな
いことは現実的ではないかもしれない。したがって , タブレット PC での学習を踏まえた e
ラーニング教材の作成が必要とされるだろう。
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